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撃襲霊?議私
陸上自衛隊では1月中の実弾射撃 (

をつぎのとおり行ないます。

実施場所=池田射撃場

実施日程=1日-3日， 11日-13日;

1 5 日 ~20 日 ， 2L日-27日j

29日-31日
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

昔
か
ら
日
本
は
、
火
災
の

多
い
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

最
近
の
火
災
統
計
に
よ
れ
ば

火
災
は
十
分
毎
に
日
本
の
ど

こ
か
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
発
生
し

て
い
る
火
災
の
原
因
を
み
る

と
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
私
た
ち

の
不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る

も
の
が
多
い
の
で
す
。
ま
た

私
た
ち
は
経
験
に
よ
っ
て
も

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
は
ら

「
う
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。

-ヘ
L' -、

も
う
一
度

火
も
と
に
く
ば
れ

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
火

に
対
す
る
注
意
を
生
活
の
中

に
習
慣
や
け
る
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

目
と
心

在
島
、
期
間
中
、
消
防
団

、で
は
消
防
演
習
と
査
察
を
行

な
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

火
災
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に

V

火
を
使
う
と
き
は
ま
わ
り

-
を
き
れ
い
に
か
た
っ
け
、

近
く
に
石
油
な
ど
引
火
し

や
す
い
も
の
を
お
か
在
い

V

火
を
使
う
器
具
や
設
備
は

と
き
ど
き
調
べ
る
。

V

石
油
ゴ
シ
ロ
、
石
油
ス
ト

ー
プ
は
点
火
の
ま
ま
給
油

し
た
り
、

移
動
し
た
り
せ

十
、
と
く
に
こ
ぼ
れ
た
油

は
き
れ
い
に
ふ
き
と
る
。

V

電
気
器
具
は
使
用
後
必
守 Q 

(-
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国
民
年
金
保
険
料
の

④
出
産
場
所

病
院
で
の
分
娩
が
圧
倒
的

に
多
く
、
約
八
三
ガ
と
な
っ

て
い
る
。
姫
娠
中
の
検
診
に

つ
い
て
は
、
姫
娠
八
カ
月
ご

ろ
に
な
っ
て
診
察
を
う
け
る

人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
の
で

姉
娠
し
た
ら
一
月
に
一
回
は

検
診
を
受
け
、
経
過
を
十
分

知
っ

て
治
く
必
要
が
あ
る
。

⑤
栄
養
供
給
状
売

栄
養
の
供
給
状
況
は
別
表

4
の
と
治

b
で
、
母
乳
栄
養

が
多
い
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。
母
乳
栄
養
が
最

良
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
母

乳
分
泌
を
促
す
よ
う
に
舵
娠

後
半
か
ら
乳
房
一
の
手
当
左
ど

を
行
な
い
、
で
き
る
だ
け
母

乳
で
育
て
る
よ
う
に
努
力
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑥
乳
幼
児
の
発
育
状
究

乳
幼
児
の
発
育
状
況
は
別

表
5
の
と
お
り
で
、
全
般
的

に
良
好
で
あ
り
、
母
親
の
育

児
態
度
が
熱
心
で
あ
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一
部
に
は
標
準
に
達
し
て
い

な
い
も
の
も
多
少
み
ら
れ
る

の
で
努
力
す
る
必
要
が
あ
る

( 2 ) 

昨年六月 の乳幼児の病気の指導や、気歩かない病気の

発見、育児保健指導のための乳幼児検診の結果.市内で

の乳幼児の実態は

つぎのと治りです。

また二月一日

の市政だよ bも

ご参照ください

渇
一
年
度
分
も
市
金
庫
で
も
納
入
?
J
J
F

玄
す

今
ま
で
過
年
度
分
は
市
役
所
に
あ
る
公
金
取
一蹴
居

(
市
金
庫
)
で

は
納
入
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が、

三

月
八
日
か
ら
市
金
庫
で
も
納
入
で
き
る
よ
う

に
な
b

ま
し
た
。

同
民
年
金
保
険
料
を
ま
だ
納
め
て
い
友
い
方
が
あ

り
ま
し
穴
ら
早
め
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

り大村市政だよ

刀与tι [Z 分体重(単位 g)

日 数 ヰ:央部周辺部標準

31 ~ 60 1 5，1671 4，9001 4，6401 593 I 585 i 5::'4 I 
61~ 901 5，8681 5.9831 5，6401 6~ 
91 ~ 120 [ 7，305 [ 6.670 [ 6，320 

121 -150 [ 7 ，47t1 [ 7.220 [ 6，870 

15140796374507350|  

男 181-2108，5337，617881 7.770 
211 -240 [ 8，218 [ 8‘ 8，080 

241-270 I 、9031 8，5401 8.330 I 709 [ 694 [ 

271=300[ 8~644-1 _ 9，0251 8，540 I ?21 I 721 I 
301 ~ 330 [ 9，076[' 8，925 [ 8，740 

361 -390 [ 9，573 [ 9.400 I 9.090 

31- 60[ 5，075[ 4，386[ 4，370 

61 ~ 90 5，379 5，366 5，2001， 586 571 572 

91 ~ 120 6，621 5，925 5，830 620 598 598 

121 -150 6，810 6，700 6，400 I 648 621 620 

女
151 - 180 7，359 7，560 6，830 662 661 

ヲ主66:出目ln 
181 -210 700 652 7，991 7，507 7，180 
211 ~ 240 8，029 7，738 7 ，480 690 675 

241 ~ 270 8，008 7，633 7，720 692 687 

271 -300 8，450 8，300 7，930 701 677 

301 ~ 330 8，378 7，940 718 689 704 

331 ~ 360 8，673 8，030 8，330 731 719 714 

361 ~ 390 8，762 8.216 8，52011 746 716 724 

整備されだ染谷農業貯水防
理松原にある染谷農業用水路の工事が終 りました。これは災害復

旧工事と してお年と39年の 2カ年計画で行なわれたものです。

延長=約 305メートル、総工費=約532万円

(モ:j--:.'、S)

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

‘[R 分 B男女IJ 母 乳 I混合乳 人下'，:iL

中央部(平均)
男 60.3% 18，5 % 21.2 % 

女 51.9 21.7 26.4 

周辺部(" ) 
男 65.2 18.1 16.7 

女 68‘2 15.1 16.7 

1 i、WI¥i(11 ) 

ヮ¥[6l.6 ! 18.4 20.0 

に 5ち.'3 ! 2(，).0 23.7 

(別表 4) 

昭和40年 3月1日

栄養供給状況の比率

態状

(その 2)

育発

f ， 
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自作農資金借入の調査
いますぐ農協へおでかけください

自
作
農
資
金
貸

付
の
目
的
は
自
立

経
営
の
で
き
る
農

業
を
助
長
し
、
育

成
す
る
こ
と
で
す

な
ん
と
い
っ
て
も

農
業
が
他
産
業
に

と
b
の
こ
さ
れ
歩

合
理
的
な
経
営
を

し
て
、
所
得
を
増

大
す
る
た
め
に
は

農
業
経
営
の
基
盤

で
あ
る
農
地
を
確
保
す
る
こ

と
が
先
決
条
件
と
い

わ
な
け

れ
ば
な

b
ま
せ
ん
。

市
内
で
も
、
自
立
で
き
る

農
業
経
営
を
す
る
た
め
に
必

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

要
注
農
地
の
取
得
や、

開
墾

目
的
の
未
墾
地
り
取
得
、
ま

た
は
現
在
の
農
業
経
営
の
維

持
を
容
易
に
す
る
た
め
の
資

金
が
必
要
注
方
が
お
ら
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
人
た
ち
の

た
め
に
、

長
期

(最
高
二
十

二
年
)
で
、
低
利
(
最
低
年

利
回
歩
)
で
資
金
を
貸
付
け

ま
す
。農

業
委
員
会
で
は
農
協
を

通
じ
て
こ
の
自
作
農
資
金
を

必
要
と
す
る
人
を
調
べ
て
い

ま
す
。借

受
を
希
望
さ
れ
る
方
は

い
ま
す
ぐ
、

農
協
へ
ゐ
で
か

け
く
だ
さ
い
。

-
国
保
被
保
険
者

証
の
検
認
を

受
け
ま
し
ょ
う

日

3月11.12. 13臼

3月10.11日

3月15.16，17日

3月17.18日

3月18.19日

※時聞は午前9時より午後4時まで

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
昭
和

四
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
治
手
持
の
被
保
険

者
証
を
持
つ
で
指
定
さ
れ
た
日
に

検
認
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

f

注
意
H

①
本
年
度
は
新
し
い
被
保
険
者
証

の
発
行
は
致
し
ま
せ
ん
。

②
被
保
険
者
証
に
書
い
て
あ
る
氏

名
に
異
動
が
あ
れ
ば
同
時
に
届

け
て
下
さ
い
。

③
町
内
等
で
取
り
ま
と
め
て
の
検

認
の
場
合
は
各
世
帯
の
被
保
険

者
の
異
動
の
有
無
を
語
調
べ
の

上
お
い
で
下
さ
い
。

④
検
認
を
受
け
て
い
な
い
被
保
険

者
証
は
四
月
一
日
か
ら
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

検
認
は
上
表
の
日
程
で
行
い
ま
す

期検認場所

本庁(保険年金課)

西大村出張所

萱瀬出張所

福重出張所

松原出張所

新しい本が

着いています !

私の人生観(亀井勝一郎

日本の家紋 (進士慶幹)よ

考え るヒン ト(小林秀夫〉 市
新しい世界の文学(白水社〉 立
日本原始美術(講談社〉 日刀

されどわれらが日々(柴田矧) 云
口書集と森永種夫〉 史

尊卑分脈(黒板勝美) 空
キリシタン遺物の研究(竹村覚)

相続法(有斐閣)

愛と死をみつめて(大島みち子〉

数学解法事典(旺文社〉

化学(培風館)

経済白書 (経済企画庁〉

柿家の人々(北社夫〉

，世界地理風俗大系

デイジグJレ回路 (オーム社〉

電気数学演習 (電気数学会)

少年朝日年鑑 (朝日新聞社)

新対馬島誌 (編集委員会〉

日本のやきもの(淡光新社〉

日本農業十一話(阪本楠彦)

全国学校名鑑(文化研究社)

現代の絵画 (小学館)

出版年鑑 (出版ニユース社〉

日本の野球史(野球史刊行会)

世界の美術 (講談社)

原色日本植物図鑑(保育社〉

世界の文学 (中央公論社〉

それからの武蔵〈小山勝清〉

( 3 ) 

検認地区

大村地区
検認もれ

中央小区域

萱瀬地区

福重地区

松原地区

WT ，噂て常 国a.. I ..1.. ¥1... -~ 
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可 型画V 嶋田 j ・ v 可 ー 仏J、 「住民税って ; 
t.:5:~~V:;:J でちる件1!jイ，)戸公民力¥LJV-、 ; 

このガソリンみたいネJ
fメモ〉

市の課税課の調査によれば、39年度の市内の

市県民税の納税者は大体16，000人で、その納め

る金額は決算見込で約 5，612万円となっている

この市県民税の基礎となる申告書の数は約

16，000枚におよび、その大部分の申告が15日か

ら日臼(申告期限〉 までの聞に集中します。

ー~、 11 できるだけ早く 正しい申告をすませまし ょう。



¥
J
 

an“
!
 

〆g

‘、
大村市政だよ昭和40年 3月1日

お
し
ら
せ

『
」
『

1
1
4
J
I
l

申
告
期
限
三
月
二
十
日

マ
福
重
出
張
所
と
松
原
出
張
所

3
月
刊
日
と
什
日
の
二
日
間

マ
竹
松
出
張
所
と
萱
瀬
出
張
所

3
月
刊
は
日
と
日
日
の
二
日
間

く

だ

さ

い

。

マ

西

大

村

出

張
所

ま
た
、
申
告
期
限
が
近
守
き

3
月
刊
日
か
ら
刊
日
ま
で

ま
す
と
窓
口
が
非
常
に
こ
み
マ
市
役
所
で
は
申
特
別
限
の
三

あ
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
各
月
二
十
日
ま
で
課
税
献
で
行

地
区

の

「
申
告
受
付
と
窓
口

な
い
ま
す
。

相
談
」
の
日
に
告
で
か
け
く
※
時
間
は
い
や

J

れ
も
一
ト
前
九
時

だ

さ

い

。

よ

り

午

後

五

時
ま
で

ま
た
、
給
与
所
得
者
で
給
※
申
告
に
沿
い
で
に
在
る
と
き

与
の
ほ
か
に
所
得
が
左
く
勤
は
前
も
っ
て
申
告
の
説
明
書

務
先
か
ら
給
与
支
払
報

告

書

を

よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
扶

を
提
出
し
て
あ
る
人
も
、

扶

養

親

族

の
氏
名
生
年
月
日
な

養
親
族
の
氏
名
の
み
を
記
入
ど
は
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
堤
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
告
書
用
紙
、
生
命
保
険
料

申
告
受
付
と
窓
口
相
談
日
程
等
の
支
払
証
明
書

(
領
収
書

マ
三
浦
出
張
所
と
鈴
田
出
張

所

で

も

よ
い
)
印
鑑
を
治
忘
れ

3
月

8
日
と
日
日
の
二
日
間

在

く

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告
時
期
と

左
b
ま
し
た
。
申
告
期
限
は

三
月
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
申
告
を
し
・
な
か
っ

た
り
、
申
告
期
限
ま
で
に
提

出
さ
れ
な
い
と
各
種
の
控
除

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
-

b
納
税
者
の
方
が
損
を
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
書

(
申
告
の
説
明
書
、

農
業
所
得
標
準
表
も
含
む
〉

は
町
務
連
絡
員
の
方
に
配
付

を
告
願
い
い
た
し
て
沿

b
ま

す
が
、
十
日
ご
ろ
ま
で
に
治

手
許
に
届
か
左

い
と
き
は
出

張
所
か
課
税
課
に
申
し
出
て

昭和33年 4月zz日第三種郵便物認可

-
「
は
か
り
」
の
受
検
調

査
書
を
早
く
提
出
し
て

く
だ
さ
い

三
月
十
五
臼
よ

b
「
は
か

り
」
の
定
期
検
査
を
行
な
い

ま
す
。
商
取
引
ま
た
は
証
明

用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
は

か
b
」
は
必
守
事
前
に
調
査

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
届
出

て
友
い
方
は
市
商
工
水
産
課

に
ご
連
絡
下
さ
い
。

置
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

レ
コ
ー
ド
ゴ
シ
サ

1
ト
を
行

な
い
ま
す
。
む
さ
そ
い
あ
わ

せ
て
沿
い
で
く
売
さ
い
。

目

時

三

月
六
日
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分

ノ

ル 市民α開2長 基
本
的
人
権
を
守
る
機
関

の
一
つ
と
し
て
、

全
国
の
市
町
村
に

人
権
擁
護
委
員
が

ゐ
か
れ
て
い
ま
す

こ
の
人
た
ち
は

①
自
由
人
権
思
想

の
啓
発
宣
伝

②
民
聞
に
治
け
る

人
権
擁
護
運
動

の
助
長

③
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査

所
得
税
の
確
定
申
告
・
個
人

事
業
税
に
関
係
の
あ
る
方

三
者
共
同
納
税
相
談
所
で
申

告
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
者
共
同
納
税
相
談
所
日
程

マ
大
村
市
役
所

3
月
3
日
か
ら
口
日
ま
で

マ
竹
松
出
張
所

3
月
4
日
と

5
日
の
二
日
間

ま
で

会

場

中

央
公
民
館
ホ
ー
ル

曲
目

マ
ラ
テ
ン
・
ヒ
ッ
ト
曲

マ
ス
ク
リ

1
v
・
ヒ

ッ
ト
曲

マ
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲

④
貧
困
者
に
対
す
る
訴
訟
援

助
な
ど

の
職
務
を
も
っ
て
い
ま
す
。

委
員
は
無
料
で
相
談
に
応

が
人
権
擁
護
委
員
H

じ、

調
査
に
あ
た
っ
て
は
秘

密
を
も
ら
し
た
b
差
別
的
な

取

D
扱
い
を
す
る
こ
と
な
く

公
平
な
立
場
で
解
決
に
つ
と

め
て
く
れ
ま
す
。

-
天
気
予
報
は

一
七
七
番
で

今
ま
で
は
、
電
話
で
天
気

予
報
を
き
く
場
合
の
グ
イ
ヤ

ル
は
九
九
番
で
し
た
が
、
三

月
一
日
か
ら
は
一
七
七
番
に

変
b
ま
す
。

あー
りミ
カtミ

とミ
うミ

ミざ
ミし、
ミま

ーし
ミた

市
内
矢
上
郷
山
上
義
さ
ん

は
父
貞

一
さ
ん
の
忌
明
に
、

ま
た
武
部
郷
佐
竹
茂
さ
ん

は
母
イ
ノ
さ
ん
の
忌
明
に
金

一
封
を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉

/ 
/ 

市
内
で
は

つ
ぎ

の
三
氏
が
委

員
に
な
っ
て
た
ら
'
J1

3
.

A
富
永
新
三
郎
氏

大
村
市
玖
島
郷
ベ

ム
馬
場
重
雄
氏

大
村
市
沖
田
郷
五
四

ム
鳥
山
ヒ
デ
子
氏

大
村
市
西
三
城
町
二
ハ

主
治
、
大
村
市
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
は
長
崎
地
方
法

務
局
大
村
支
局
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。

事
業
資
金
に
と
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。海

上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊

で
は
弾
火
薬
庫
管
理
員
・
テ

レ
タ
イ
プ
要
員

・
給
食
要
員

各

一
名
を
募
集
昭
和
四
十

年
四
月

一
日
間
在
満
十
八
才

以
上
二
十
五
才
未
満
の
新
高

卒
男
女
で
通
勤
可
能
在
者
。

締
切
三
月
九
日
。
待
遇
一

万
三
千
八
百
円
以
上
。

く
わ
し
く
は
、
大
村
航
空
隊

総
務
室

へ
お
た
づ
ね
下
さ
い

4‘ 


